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キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
『
後
書
』
第
一
部
研
究

渡

部

光

男

　
こ
の
小
研
究
は
キ
エ
ル
ケ
ゴ
…
ル
の
著
作
濤
動
の
中
心
を
な
す
と
言
わ
れ
る
『
哲
学
的
断
片
へ
の
完
結
的
非
学
問
的
後
書
』
（
一
八
四
六

年
）
の
第
一
部
「
キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
に
関
す
る
客
観
的
問
題
扁
に
つ
い
て
の
発
生
史
的
研
究
で
あ
る
。
　
『
後
書
』
の
全
体
は
「
客
観
的

問
題
」
と
「
主
体
的
問
題
」
と
の
二
つ
の
部
分
に
分
か
た
れ
、
そ
れ
等
が
消
極
的
真
理
関
係
と
積
極
的
真
理
関
係
と
云
う
弁
証
法
的
構
造

を
と
っ
て
い
る
。
　
第
一
部
は
『
断
片
』
と
『
後
書
』
と
の
連
結
部
で
あ
っ
て
、
『
断
片
』
に
於
い
て
提
起
さ
れ
た
諸
問
題
を
引
き
つ
ぐ
と

同
時
に
残
さ
れ
た
問
題
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
客
観
的
側
面
が
取
り
扱
わ
れ
る
。
い
わ
ば
、
そ
れ
は
訟
、
断
片
』
の
「
啓
示
論
」
に
対
す
る

補
足
で
あ
る
。
第
一
部
は
工
つ
の
章
に
分
か
れ
、
第
一
章
で
は
聖
嶺
、
教
会
、
歴
史
的
証
明
が
、
第
二
章
で
は
思
弁
的
観
察
が
論
ぜ
ら

れ
る
。

　
『
断
片
』
に
於
て
は
、
イ
エ
ス
の
出
来
事
と
し
て
の
瞬
閥
、
同
時
性
、
直
接
並
び
に
間
接
の
弟
子
と
の
関
わ
り
、
逆
説
、
鑛
き
、
罪
と

救
済
、
再
生
、
決
断
、
信
仰
な
ど
い
わ
ゆ
る
伝
承
的
教
義
学
的
な
事
柄
が
、
新
た
な
実
存
的
視
点
か
ら
、
い
わ
ば
半
ば
詩
的
に
、
半
ば
思

弁
的
に
練
り
上
げ
ら
れ
、
新
し
き
意
味
で
実
存
糞
伝
達
（
両
X
一
〇
◎
梓
①
⇔
凶
1
1
ζ
①
山
価
Φ
一
Q
ゆ
O
）
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
『
後
書
』
そ
の
続
編
と
し

て
、
そ
の
様
に
理
解
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
個
人
の
実
存
的
関
係
、
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
の
様
な
教
義
に
対
す
る
自
己
の
関
係
に

無
限
に
関
心
を
も
つ
個
人
の
配
慮
（
ω
＜
＜
自
G
Q
）
を
聞
題
と
す
る
。

　
仮
名
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ク
リ
マ
ク
ス
は
ま
ず
塑
書
に
向
う
。
彼
の
主
張
を
要
約
す
れ
ば
、
「
客
観
的
主
体
が
キ
リ
ス
ト
教
を
歴
史
的
記
録
と
し

て
考
察
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
歴
史
的
真
理
一
般
が
関
わ
る
こ
と
に
終
り
、
最
大
限
に
追
求
し
て
も
、
結
局
は
近
似
以
外
に
ぱ
終
ら
な
い
。
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最
大
の
学
識
を
も
っ
て
聖
書
を
追
求
し
た
に
し
て
も
研
究
成
果
は
歴
史
的
知
識
の
宿
命
と
し
て
近
似
性
に
と
ど
ま
る
。
し
か
も
聖
書
に
関

す
る
客
観
的
知
識
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
同
一
で
は
な
い
が
故
に
単
な
る
文
献
学
上
の
功
績
に
す
ぎ
な
い
。
更
に
研
究
者
が
主
体
的
に
な

れ
ば
な
る
程
、
彼
の
主
体
的
問
題
は
決
断
の
問
題
で
あ
る
か
ら
し
て
、
取
り
残
さ
れ
て
行
く
。
」
以
上
が
ク
リ
マ
ク
ス
と
し
て
の
キ
エ
ル

ケ
ゴ
ー
ル
の
主
張
で
あ
る
。
　
こ
れ
を
後
期
キ
エ
ル
ケ
ゴ
…
ル
の
仮
名
ア
ン
チ
閥
ク
リ
マ
ク
ス
の
主
張
と
比
較
す
れ
ば
、
　
こ
れ
と
は
厳
し
い

対
立
を
な
し
て
い
る
。
ヨ
ハ
ネ
ス
縮
ク
リ
マ
ク
ス
の
立
場
は
あ
く
ま
で
も
信
仰
形
成
哲
学
者
で
あ
る
の
に
対
し
、
ア
ン
チ
聾
ク
リ
マ
ク
ス
は

一
種
の
教
義
学
田
で
あ
る
。
ヨ
ハ
ネ
ス
匹
ク
リ
マ
ク
ス
億
信
仰
紺
象
を
極
め
て
象
徴
的
に
門
時
間
に
於
け
る
心
し
と
か
「
逆
説
」
と
か
「
逆

説
」
な
ど
の
実
存
伝
達
で
あ
る
と
す
る
の
に
対
し
て
、
ア
ソ
チ
ロ
ク
リ
マ
ク
ス
「
歴
史
」
を
超
越
し
た
「
救
済
史
」
に
於
け
る
キ
リ
ス
ト
と

し
て
、
イ
エ
ス
の
言
葉
を
語
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
招
き
給
う
方
と
し
て
の
イ
エ
ス
を
ほ
ぼ
史
実
的
に
描
か
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
ア
ン
チ
麗
ク
リ
マ
ク
ス
と
し
て
の
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
聖
書
を
歴
史
的
客
観
的
に
取
扱
っ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
場
合
ア
ン
チ
”
ク
リ
マ
ク
ス
に
於
い
て
は
、
　
聖
書
は
前
批
判
的
に
素
朴
に
前
提
さ
れ
自
明
な
も
の
と
し
て
「
瞑
想
的
現
在
化
」
に
よ

っ
て
直
観
的
に
「
神
人
」
へ
接
近
す
る
た
め
の
通
路
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
当
然
、
聖
書
に
対
す
る
客
観
的
研
究
も

問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
ヨ
ハ
ネ
ス
踊
ク
リ
マ
ク
ス
は
於
い
て
は
そ
れ
が
保
留
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
『
後
書
』

を
貫
ぬ
く
一
つ
の
「
設
定
の
図
式
性
」
と
し
て
未
処
理
の
ま
ま
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
キ
エ
ル
ケ
ゴ
…
ル
は
フ
ィ
ク
シ
ヨ
ナ
リ
ズ

ム
に
落
込
ん
で
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

r
次
に
十
九
世
紀
四
十
年
代
の
神
学
的
状
況
を
ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
、
テ
ユ
ー
ビ
ソ
ゲ
ン
学
派
、
ヘ
ー
ゲ
ル
中
指
及
び
右
派
、
調
停
神
学
、
信

仰
覚
醒
神
学
の
最
盛
期
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、
キ
エ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
視
野
は
極
め
て
広
い
と
云
い
得
る
。
新
約
関
係
だ
け
に
と
ど
め
て
、

キ
エ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
所
有
七
た
参
考
交
献
は
、
ζ
楼
鄭
ω
8
さ
ζ
卑
洋
Φ
昌
。
。
①
P
ぼ
■
Z
噛
○
一
9
仁
。
・
①
P
》
’
閃
．
し
d
①
o
ぎ
ω
鐸
碧
ω
ω
Ψ
男
①
仁
①
H
ぴ
p
o
ダ
し
d
’

ρ
じ
d
p
。
霞
》
匹
①
≦
①
簿
ρ
U
窪
ダ
カ
。
。
。
窪
町
餌
農
”
竃
鉾
訂
ぎ
①
訂
》
ピ
爵
爵
ρ
》
．
8
げ
。
ξ
o
r
男
》
．
○
’
8
8
ご
o
r
即
虹
色
び
8
血
気
信
轡

隷
農
Φ
さ
鵠
鶏
ヨ
ρ
山
器
ρ
ω
。
げ
一
瓢
震
営
⇔
昏
興
等
の
も
め
で
あ
る
。
十
九
世
紀
神
学
の
状
況
の
中
に
ク
リ
マ
ク
ス
を
置
く
と
き
い
彼
は
は
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つ
き
り
と
十
九
世
紀
神
学
の
刻
印
を
帯
び
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
ク
リ
マ
ク
ス
に
於
い
て
は
一
種
の
信
仰
覚
醒
神
学
の
モ
テ
ィ
ー

フ
の
も
と
で
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
『
イ
エ
ス
伝
』
が
提
起
し
た
問
題
は
『
新
約
聖
書
』
の
解
釈
及
び
研
究
の
問
題
と
し
て
で
は
な
し
に
、
信

仰
形
成
の
問
題
と
し
て
受
止
め
ら
れ
、
し
か
も
主
体
性
真
理
概
念
に
先
行
す
る
消
極
的
客
観
的
真
理
概
念
と
し
て
相
対
性
を
示
す
も
の
と

七
て
取
扱
わ
れ
、
そ
の
際
に
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
の
体
験
論
よ
り
深
化
さ
せ
た
形
、
即
ち
実
存
生
成
論
に
於
い
て
処
理
さ
れ
批
判
的

研
究
は
保
留
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
な
ク
リ
マ
ク
ス
の
取
扱
い
ぱ
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
の
外
に
調
停
神
学
の
一
部
と
信
仰
覚
醒
神
学

と
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
キ
エ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
『
断
片
』
及
び
『
後
書
』
の
第
一
部
に
於
い
て
当
時
一
般
的
で
あ
っ
た

思
弁
神
学
的
な
論
法
を
用
い
て
い
る
と
言
い
得
る
。

　
第
二
項
に
於
い
て
ク
リ
マ
ク
ス
は
教
会
を
論
ず
る
が
、
対
象
は
国
家
教
会
一
般
で
は
な
く
、
特
に
グ
ル
ン
ト
ヴ
ィ
の
教
会
論
を
問
題
と

す
る
。
グ
ル
ン
ト
ヴ
ィ
に
よ
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
は
確
実
な
宗
教
体
験
で
も
、
特
殊
な
倫
理
で
も
な
く
、
神
と
人
間
と
の
関
わ
り
で
あ
り
、

そ
れ
が
教
会
的
礼
典
に
於
け
る
生
き
た
言
葉
に
於
い
て
支
え
ら
れ
る
と
さ
れ
、
こ
れ
を
『
無
比
の
発
見
』
と
称
し
た
が
、
ク
リ
マ
ク
ス
の

主
張
は
こ
う
で
あ
る
。
　
「
間
題
が
客
観
的
に
取
扱
わ
れ
る
な
ら
ば
教
会
に
関
し
て
も
聖
書
の
場
合
と
同
様
な
嗣
難
が
生
ず
る
。
つ
ま
り
現

存
の
教
会
と
原
始
教
会
と
の
同
一
性
が
主
張
さ
れ
る
た
め
に
は
証
明
が
必
要
で
あ
り
、
信
仰
告
白
、
聖
礼
典
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
っ
て

原
理
的
に
は
近
似
以
上
を
出
な
い
。
」
さ
て
キ
エ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
思
想
的
発
展
の
中
で
教
会
が
正
面
か
ら
論
ぜ
ら
れ
る
の
は
こ
の
箇
所
の

外
に
『
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
修
練
』
と
『
農
ら
を
裁
け
』
、
『
瞬
間
』
な
ど
の
数
篇
し
か
な
い
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
最
後

期
の
「
教
会
闘
争
」
を
当
時
の
信
仰
覚
醒
運
動
の
一
派
の
う
ち
、
最
も
反
教
会
的
で
あ
っ
た
「
残
存
覚
醒
派
」
と
の
関
連
で
理
解
し
て
い

る
が
、
も
し
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
教
会
観
が
弁
証
法
的
に
最
後
期
ま
で
発
展
し
て
行
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
『
後
書
』
の
箇
所
は
「
教
会

闘
争
し
の
重
要
な
伏
線
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
ク
リ
マ
ク
ス
の
論
述
の
背
景
に
、
一
八
二
五
年
の
H
・
N
・
ク
ラ
ウ
セ
ン
と
グ
ル

ン
ト
ヴ
ィ
と
の
間
で
行
な
わ
れ
た
教
会
論
争
を
お
く
と
き
、
ク
リ
マ
ク
ス
は
明
ら
か
に
ク
ラ
ウ
セ
ン
の
側
に
立
っ
て
い
る
。
第
三
に
第
二

項
に
於
い
て
賛
美
を
こ
め
て
語
ら
れ
て
い
る
リ
ソ
ベ
ァ
と
キ
エ
ル
ケ
ゴ
：
ル
と
の
関
わ
り
に
注
目
す
れ
ば
、
キ
エ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
思
想
に
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は
絶
え
ず
リ
ソ
ベ
ァ
の
影
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
こ
と
は
他
の
論
文
で
明
ら
か
に
し
た
所
で
あ
る
。
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
…
ル
に
は
二
画
性
、
即

ち
極
め
て
初
期
か
ら
ヘ
ル
ン
フ
ー
ト
的
キ
リ
ス
ト
教
集
団
と
国
家
教
会
へ
の
表
面
的
関
係
と
の
二
面
性
が
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ

る
。
こ
の
意
味
か
ら
し
て
も
第
二
項
の
教
会
論
は
最
後
期
の
「
教
会
闘
争
」
へ
の
重
要
な
伏
線
で
あ
る
。

　
さ
て
第
二
章
に
於
い
て
は
思
弁
的
観
察
が
問
題
と
さ
れ
る
。
ク
リ
マ
ク
ス
に
よ
れ
ば
「
思
弁
的
観
察
は
キ
リ
ス
ト
教
を
与
え
ら
れ
た
も

の
と
し
て
理
解
し
、
そ
れ
の
永
遠
の
莫
理
を
哲
学
的
思
惟
に
よ
っ
て
徹
底
的
に
解
こ
う
と
す
る
。
そ
の
結
果
、
歴
史
的
に
与
え
ら
れ
た
も

の
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
と
無
時
間
的
な
思
惟
と
の
同
一
性
が
主
張
さ
れ
る
。
思
弁
は
個
人
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
関
係
に
は
無
関
心
で
あ

っ
て
、
永
遠
の
相
の
も
と
で
実
存
を
度
外
視
す
る
。
扁
こ
の
様
な
思
弁
に
対
す
る
き
び
し
い
批
判
は
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
全
著
作
活
動
を

貫
ぬ
く
も
の
で
あ
る
。
当
然
こ
の
様
な
思
弁
に
対
す
る
批
判
は
ヘ
ー
ゲ
ル
を
中
心
と
す
る
十
九
世
紀
の
思
弁
哲
学
、
思
弁
神
学
に
対
す
る

も
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
E
・
ヒ
ル
シ
ュ
の
有
名
な
結
論
「
キ
エ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
思
想
の
分
析
と
解
釈
に
当
っ
て
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
へ
の
関
係

心
に
お
く
の
は
誤
り
で
あ
る
」
は
充
分
麦
持
さ
れ
よ
う
。
更
に
一
九
五
五
年
に
行
な
わ
れ
た
D
・
リ
ッ
チ
ル
と
N
・
ト
ル
ス
ト
ル
プ
と
の
間

を
中
の
論
争
は
注
目
に
値
す
る
。
最
後
に
キ
エ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
於
い
て
は
、
例
え
ば
『
不
安
の
概
念
』
が
徹
頭
徹
尾
思
弁
心
理
学
で
貫
ぬ

か
れ
て
い
る
様
に
、
．
キ
エ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
ヘ
ー
ゲ
ル
批
判
も
、
ヘ
ー
ゲ
ル
と
は
別
の
極
の
思
弁
的
精
神
で
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
極
め

て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
結
論
は
次
の
四
点
で
あ
る
。

ω
　
『
後
書
』
吊
．
．
第
」
部
に
於
け
る
キ
エ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
客
観
的
な
も
の
の
理
解
は
明
か
に
ピ
ェ
テ
イ
ス
ム
ス
の
核

　
印
を
帯
び
で
い
る
。
特
に
彼
の
場
合
は
ヘ
ル
ソ
ブ
ー
ト
兄
弟
閾
と
の
関
係
が
実
証
さ
れ
得
る
。

②
　
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
…
ル
の
目
的
は
あ
く
ま
で
も
儒
無
形
成
を
め
ぐ
る
実
存
の
生
成
論
で
あ
っ
て
、
そ
の
限
り
で
客
観
的
問
題
は
実
存
伝
達

　
の
視
点
か
ら
「
点
」
と
し
て
図
式
的
に
保
留
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
後
期
の
思
想
に
極
め
て
腹
囲
さ
を
残
す
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

個
　
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
思
想
に
於
い
て
キ
リ
ス
ト
教
に
於
け
る
客
観
性
が
点
と
し
て
固
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
主
体
”
客
体
の
弁
証
法
的
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な
内
面
性
深
化
の
実
存
構
造
に
関
す
る
思
想
展
開
と
し
て
は
客
観
性
が
発
展
し
な
い
と
云
う
欠
陥
を
持
っ
て
い
る
。

幽
　
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
取
扱
い
に
は
当
時
の
思
弁
神
学
が
予
想
以
上
に
前
提
ざ
れ
て
い
る
。

註
　
細
か
な
註
を
付
し
、
本
論
の
一
部
を
取
り
扱
っ
た
拙
論
「
キ
ュ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
A
後
書
》
第
一
部
第
　
章
笛
｝
項
の
醗
究
」
㈲
（
一
九
六
七
年
度
「
酪

　
農
大
学
紀
要
」
）
が
あ
る
の
で
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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